
 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症を予防しよう 

 

 

新型コロナウイルスから自分自身や周囲の人を守るために、自分の生活や行動を振り返り、 

感染予防のために一人ひとりが気を付けなくてはいけないことを理解して実践できるようにしましょう。 

「主食・主菜・副菜」でバランスのよい食事 
 

                      1.主食 ごはん、パン、めん類などエネルギーのもと 

になる炭水化物の多い食べ物や料理です。 

2.主菜 魚、肉、卵、大豆、大豆製品など、タンパク質 

や脂質の多い食べ物を使った料理です。筋肉や 

骨、血液などを作るもとになります。 

3.副菜 野菜や海藻、きのこなど体の調子をととのえる 

食べ物が多い料理です。みそ汁のように野菜の 

多い汁物なども副菜に含まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 感染症予防のため、給食時以下のことを学校で対応しています。 

① 給食の前には、生徒の皆さんが手を洗う時間を十分に確保します。 

② 配膳台や机の上は、配膳の前に消毒作業を行っています。 

③ 座席は前向きのまま、食事中は会話をせずに静かに放送を聞きながら食べます。 

④ 食後はすぐにマスクを着用し、静かに自分の席で待ちます。 

手洗いや消毒を十分に行い、感染に注意して、給食を美味しくいただきましょう。 

アレルギー対策とも関連しますが、「友達に食べてもらう」「友達からもらう」ことは厳禁です。 

鯖江市中央中学校 

令和４年４月２８日 

朝ごはんを食べていますか？ 

 朝ごはんは、体を目覚めさせ、1日の活動にむけて体調を整えるために欠かせないものです。朝ごはんを抜けば、脳に

エネルギーが行き届かず、集中力も低下してきます。また、眠っている間に下がった体温が上がりづらく、勉強など

に打ち込むことができません。ぜひご家庭でも、毎日お子さんが朝食を食べてから登校できるよう準備をよろしくお

願いします。 

 

 


